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(57)【要約】
　本発明は対象の関心領域に関する情報を提供する超音
波医療画像処理システムに関連する。特に、本発明は対
象物の関心領域に関する情報を提供する超音波医療画像
処理システム及び方法に関連する。ユーザに提供される
定量化情報を作成するために、対象物の関心領域に関す
る情報を提供する方法が使用され、本方法は以下のステ
ップを有する：第1のステップ112において、対象物112
の少なくとも第1及び第2の超音波画像面(114、116)が取
得される。更に、対象物の少なくとも第1及び第2の超音
波画像面における関心領域が判定される(118)。その後
、第1の画像面における関心領域についての第1の定量化
データ122と第2の画像面における関心領域についての第
2の定量化データ124とが判定される(120)。次に、第1の
画像面について判定された第1の定量化データと第2の画
像面について判定された第2の定量化データとを合成又
は組み合わせることで、複合定量化測定情報128が生成
される(126)。そして、複合定量化測定情報がユーザに
提供される(130)。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象の関心領域に関する情報を提供する超音波医療画像処理システムであって、
　超音波トランスデューサを伴う超音波プローブを有する超音波画像データ取得部と、
　データ処理部と、
　表示部と、
　インターフェース部と
　を有し、前記超音波画像データ取得部は、対象についての少なくとも第1及び第2の超音
波画像面を取得し、
　前記インターフェース部は、前記対象についての少なくとも前記第1及び第2の超音波画
像面において関心領域を判定し、
　前記データ処理部は、前記第1の超音波画像面から前記関心領域に関する第1の定量化デ
ータを判定し、前記第2の超音波画像面から前記関心領域に関する第2の定量化データを判
定し、前記第1の超音波画像面について判定された第1の定量化データ及び前記第2の超音
波画像面について判定された第2の定量化データを合成することで複合定量化測定情報を
生成し、
　前記表示部は、前記複合定量化測定情報を前記ユーザに提供する、超音波医療画像処理
システム。
【請求項２】
　前記超音波画像データ取得部が、異なる幾何学面において前記第1の超音波画像面及び
前記第2の超音波画像面を取得する、請求項1記載の超音波医療画像処理システム。
【請求項３】
　前記超音波画像データ取得部が、第1の幾何学面から超音波画像面の第1のシーケンスを
及び第2の幾何学面から超音波画像面の第2のシーケンスを取得する、請求項1記載の超音
波医療画像処理システム。
【請求項４】
　前記超音波画像データ取得部が或る時間期間にわたって複数のシーケンスを取得し、該
複数のシーケンスの各々が少なくとも2つの超音波画像面を有し、
　前記インターフェース部が、超音波画像面のシーケンスにおいて関心領域を判定し、
　前記データ処理部が、前記超音波画像面における前記関心領域について少なくとも第1
及び第2の定量化エータを判定し、
　前記データ処理部が、各々のシーケンスの少なくとも一部の超音波画像面について判定
された定量化データを合成することで、各々のシーケンスについて複合定量化測定情報を
生成し、該複合定量化測定情報を比較して相違及び関係を見出し、
　前記表示部が、前記相違及び関係を前記ユーザに提供する、請求項1記載の超音波医療
画像処理システム。
【請求項５】
　対象の関心領域についての情報を提供する情報提供方法であって、
　対象の少なくとも第1及び第2の超音波画像面を取得するステップと、
　前記対象の少なくとも前記第1及び第2の超音波画像面における関心領域を判定するステ
ップと、
　前記第1の超音波画像面における前記関心領域についての第1の定量化データを判定し、
前記第2の超音波画像面における前記関心領域についての第2の定量化データを判定するス
テップと、
　前記第1の超音波画像面について判定された前記第1の定量化データと第2の超音波画像
面について判定された前記第2の定量化データとを合成することで、複合定量化測定情報
を生成するステップと、
　前記複合定量化測定情報をユーザに提供するステップと
　を有する情報提供方法。
【請求項６】
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　前記第1の超音波画像面及び前記第2の超音波画像面が異なる幾何学面から取得される、
請求項5記載の情報提供方法。
【請求項７】
　超音波画像面の少なくとも1つのシーケンスが取得され、前記第1及び第2の超音波画像
面が前記シーケンスに所属しており、前記関心領域についての定量化データは前記シーケ
ンスの少なくとも一部の超音波画像について決定される、請求項5記載の情報提供方法。
【請求項８】
　超音波画像面の第1のシーケンスが第1の幾何学面から取得され、超音波画像面の第2の
シーケンスが第2の幾何学面から取得される、請求項7記載の情報提供方法。
【請求項９】
　前記複合定量化測定情報が時間の関数により表現される、請求項5記載の情報提供方法
。
【請求項１０】
　ある時間期間にわたって複数のシーケンスが取得され、該複数のシーケンスの各々が少
なくとも2つの超音波画像面を有し、
　超音波画像面のシーケンスにおいて関心領域が判定され、
　前記超音波画像面における前記関心領域について少なくとも第1及び第2の定量化エータ
が判定され、
　各々のシーケンスの少なくとも一部の超音波画像面について判定された定量化データを
合成することで、前記各々のシーケンスについて複合定量化測定情報が生成され、
　該複合定量化測定情報を比較して相違及び関係を見出し、
　前記相違及び関係を前記ユーザに提供するステップ
　を更に有する請求項8記載の情報提供方法。
【請求項１１】
　請求項5-10の何れか1項に記載の方法を処理部に実行させる、請求項1-4の何れか1項に
記載の超音波医療画像処理システムを制御するコンピュータプログラム。
【請求項１２】
　請求項11に記載のコンピュータプログラムを格納するコンピュータ読み取り可能な記録
媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は対象物又はオブジェクトの関心領域についての情報を提供する超音波医療画像
処理の分野に関連する。特に本発明は対象物の関心領域についての情報を提供する超音波
医療画像処理システム及び方法に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波画像処理は、例えば外科医や執刀医のような医師に対象物の関心領域についての
情報を提供するために使用されている。超音波の多くの利点の1つは、例えば安全な超音
波を患者に適用できること等に起因して簡易に利用できることである。従って超音波は多
くの医療用途に使用されている。改善された情報を得るため、例えば造影超音波法(contr
ast　enhanced　ultrasound)が知られており、例えばマイクロバブルから成る超音波造影
剤が使用される。超音波は、例えば腫瘍、心臓血管及び炎症等の疾患に対する診断及び予
防のために使用される。これらは変化した局部的及び/又は全体的なかん流(perfusion)に
関連しており、仮にこれが正確かつ再現可能に測定されるならば、診断及び予防の観点か
ら重要な生体指標(biomarker)になる。近年、例えば改善された造影超音波を用いて組織
内かん流(tissue　perfusion)を評価することがますます注目されている。マイクロバブ
ルのような超音波造影剤は、着目している肝腫瘍(liver　tumor)を検出及び特定する際及
び局部的な切除療法での監視の際に日常的に使用されている。腫瘍の血管新生(tumor　an
giogenesis)及び血管に着目した過去10年の間に登場した新たな治療法は、より捕らえに
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くい組織内かん流の変化を評価するために、より正確で再現性のある定量化技術の必要性
を強調している。ダイナミック造影コンピュータ断層撮影(dynamic　contrast　enhanced
　computerized　tomography：DCE-CT)及び磁気共鳴画像処理(DCE-MRI)等のような画像処
理技術は、ガン患者の血流遮断の治療(anti-vascular　therapies)の監視におけるかん流
変化を評価するために使用されている。しかしながら、これらの技術は、使用される造影
剤が裂け目にムダに漏れてしまうことにより制限を受け、DCE-CE及びDCE-MRIのかん流検
査の定量化から導出されるパラメータは、合成された流れと浸透性(permeability)を反映
している。更に、再現性の性質は満たされないことが示されている。別の欠点として、定
量結果の信頼性及び結果の確実性は、例えば腫瘍の診断や査定の際及び治療する腫瘍の反
応を評価する際に、例えば全体的な腫瘍かん流(overall　tumor　perfusion)を忠実に表
現しており、幅広い治療用途には適切でない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の課題はユーザに提供される定量化情報を改善することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明によるシステムは、
　対象の関心領域に関する情報を提供する超音波医療画像処理システムであって、
　超音波トランスデューサを伴う超音波プローブを有する超音波画像データ取得部と、
　データ処理部と、
　表示部と、
　インターフェース部と
　を有し、前記超音波画像データ取得部は、対象についての少なくとも第1及び第2の超音
波画像面を取得し、
　前記インターフェース部は、前記対象についての少なくとも前記第1及び第2の超音波画
像面において関心領域を判定し、
　前記データ処理部は、前記第1の超音波画像面から前記関心領域に関する第1の定量化デ
ータを判定し、前記第2の超音波画像面から前記関心領域に関する第2の定量化データを判
定し、前記第1の超音波画像面について判定された第1の定量化データ及び前記第2の超音
波画像面について判定された第2の定量化データを合成することで複合定量化測定情報を
生成し、
　前記表示部は、前記複合定量化測定情報を前記ユーザに提供する、超音波医療画像処理
システムである。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】超音波医療画像処理システムを示す図。
【図２】本発明の実施形態による方法ステップを概略的に示す図。
【図３】対象に対する第1及び第2の超音波画像面を示す図。
【図４】2つの異なる画像面を並べた様子を概略的に示す図。
【図５】2つの異なる画像面に対する時間強度曲線の形式で定量化データを示す図。
【図６】本発明による複合定量化測定値を示す図。
【図７】本発明の別の実施形態による方法ステップを概略的に示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　＜概要＞
　ユーザに提供される定量化情報(quantification　information)を改善することが望ま
れている。
【０００７】
　本発明の実施形態によれば、対象物の関心領域についての情報を提供する方法は、以下
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のステップを有する：第1のステップにおいて、対象物の少なくとも第1及び第2の超音波
画像面(超音波二次元画像)が取得される。更に、対象物の少なくとも第1及び第2の超音波
画像面における関心領域が判定される。その後、第1の画像面(第1の二次元画像)における
関心領域についての第1の定量化データと第2の画像面(第2の二次元画像)における関心領
域についての第2の定量化データとが判定される。次に、第1の画像面について判定された
第1の定量化データと第2の画像面について判定された第2の定量化データとを合成又は組
み合わせることで、複合定量化測定情報が生成される。そして、複合定量化測定情報がユ
ーザに提供される。
【０００８】
　「画像面又は二次元画像(image　plane)」という用語は、画像を捕捉する際に幾何学面
において取得された画像データに関連する。「幾何学面(geometrical　plane)」という用
語は平面だけでなく湾曲した又は曲がった面をも含む概念である。この用語は例えば任意
の形状の面又は層を含む。「画像」という用語は時間軸上の一点において画像データを取
得した結果に関連する。例えば画像は1つの画像面から取得したものを含む。1つの画像に
関し、2つの画像面を取得することも可能である。
【０００９】
　例えば、2つの面は、異なる面における関心領域が空間の中で互いに交わるように取得
されてもよい(すなわち、バイプレーン画像処理(bi-plane　imaging)が行われる)。
【００１０】
　更に、画像は複数の画像面から取得したものと3次元画像データ(3D体積)から取得した
もので形成されてもよい。
【００１１】
　例えば、3D画像データは画像面を生成するように取得することができる。
【００１２】
　本発明の一実施形態によれば、第1及び第2の画像面は時間軸上の一点における1つの画
像から取得されてもよい。
【００１３】
　本発明の一実施形態によれば、第1及び第2の画像面は同じ幾何学面に関して時間軸上の
一点における1つの画像から取得されてもよい。
【００１４】
　本発明の一実施形態によれば、第1及び第2の画像面は異なる幾何学面に関して時間軸上
の一点における1つの画像から取得されてもよい。
【００１５】
　本発明の一実施形態によれば、第1及び第2の画像面は同じ幾何学面に関して時間軸上の
2点における2つの画像から取得されてもよい。
【００１６】
　本発明の一実施形態によれば、第1及び第2の画像面は異なる幾何学面に関して時間軸上
の2点における2つの画像から取得されてもよい。
【００１７】
　本発明の一実施形態によれば、2つより多い画像面、すなわち複数の画像面が同一又は
相違する幾何学面における1つ以上の画像から取得されてもよい。
【００１８】
　利点の1つは、上記の複合定量化測定情報は例えば第1及び第2の定量化データよりも多
くの情報を含んでいることである。その理由は、複合定量化測定情報が少なくとも2つの
画像面の定量化データを合成しているからである。簡単に言えば、取得された画像データ
の場合、すなわち画像面は単にユーザに示され、これはいわば第1レベルの情報である。
超音波画像の場合、例えば画像面に示されている何らかの特徴を測定することで、超音波
画像データを分析することができる。超音波画像データを用いて数値を生成するプロセス
は「定量化又は数量化(quantification)」と言及される。従って超音波画像データは判定
された形態又は属性に関する数に変換され、本発明の説明においてはそれについて定量化
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という用語を使用する。この定量化データは、第2レベルのデータ又は第2レベルの情報と
してユーザに提供される。本発明によれば、2つの画像面の定量化データが合成され、複
合定量化測定情報が生成される。この複合定量化測定情報は更なる又はより高次のレベル
の情報又はデータを表現する。複合定量化測定情報をユーザに提供することで、改善され
た情報を提供し、彼又は彼女はそれを使用して、患者の追跡や診断における診療を改善で
きる。
【００１９】
　本発明の一実施形態によれば、ユーザ入力により関心領域が判定される。
【００２０】
　これは、例えば医師や外科医等のようなユーザが手元の状況に起因する特定の必要性に
応じて関心領域を調整できる機能を提供する。
【００２１】
　関心領域に関するいわば手動判定が、設定値又はパラメータに依存する自動検出により
支援されてもよい。当然に、関心領域の手動判定及び自動判定を混合するのではなく、判
定が自動的に行われてもよい。
【００２２】
　本発明の一実施形態によれば、複合定量化測定情報がユーザに表示される。
【００２３】
　これは、ユーザが精通している視覚的インターフェースに複合定量化測定情報が組み込
まれることを可能にする、という利点をもたらす。
【００２４】
　本発明の一実施形態によれば、第1の画像面及び第2の画像面が異なる幾何学面において
取得される方法が提供される。
【００２５】
　例えば画像面はバイプレーンモード(bi-plane　mode)で取得され、複数の関心領域は例
えば垂直な形式で互いに交わる。
【００２６】
　画像面に対する画像処理及び定量化は2Dでのみ実行されるが、異なる幾何学面から画像
面を取得することは空間情報をもたらし、その空間情報は関心領域に関する3次元状態の
有用な情報をユーザに与える。
【００２７】
　本発明の一実施形態によれば、少なくとも1つの画像面シーケンスが取得される。第1及
び第2の画像面はそのシーケンスに属している。画像面シーケンスの少なくとも一部につ
いて関心領域の更なる定量化データが判定される。
【００２８】
　これにより、更なるステップについて画像面を選択することが可能になり、例えば高い
コントラストを伴う画像面を選択し、より詳細な情報を提供できるようになる。
【００２９】
　本発明の一実施形態によれば、定量化データは、複数の画像面から判定された関心領域
である。複数の画像面について判定された定量化データを合成することで、複合定量化測
定情報が生成される。
【００３０】
　複数の画像面、例えば2つより多い画像面を利用すると、ユーザに提供される複合定量
化測定情報は複数の画像面に起因してより多くの情報を表現している、という利点がある
。
【００３１】
　本発明の一実施形態によれば、例えばバイプレーンモードにおいて、画像プレーンの第
1のシーケンスが第1の幾何学面から取得され、画像プレーンの第2のシーケンスが第2の幾
何学面から取得される。
【００３２】
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　第1及び第2の幾何学面それぞれから画像面の第1及び第2のシーケンスを提供することは
、関心領域についての空間情報を与えるだけでなく、最大品質の画像データをもたらす画
像面を選択することも可能になる。
【００３３】
　本発明の一実施形態によれば、第1の幾何学面はエレベーション面(elevation　plane)
であり、第2の面はエレベーション面に垂直なアジマス面(azimuth　plane)である。
【００３４】
　アジマス面は非マトリクストランスデューサ(non-matrix　transducer)により画像処理
される単なるスキャン面にすぎず、エレベーション面はバイプレーン画像の具体例である
。バイプレーン画像処理はマトリクストランスデューサにおいてのみ利用可能であること
に留意を要する。2つの直交する面は、単なる通常のアジマス面だけの場合よりも詳細な
情報を提供する。
【００３５】
　本発明の一実施形態によれば、第1及び第2のシーケンスの画像面は時間と共に登録され
ている。更に、第1のシーケンスの画像面及び第2のシーケンスの画像面について定量化デ
ータが判定される。第1及び第2のシーケンスの登録された画像面について決定された定量
化データは、複合定量化測定情報を生成するように合成される。
【００３６】
　本発明の一実施形態によれば、複合定量化測定情報のシーケンスが生成される。
【００３７】
　これらの実施形態は、時間と共に登録されていることに起因して、時間に関する関心領
域についての改善された情報をユーザに与える複合定量化測定情報のシーケンスをユーザ
に提供できるという利点をもたらす。
【００３８】
　本発明の一実施形態によれば、複合定量化測定情報を生成するステップにおいて、ある
関心領域から取得された定量化データを様々な時点にわたって平均化してもよい。
【００３９】
　平均化の手順は基本的な数学的な合成の一種であり、例えば簡易な定量化データだけで
なく複素定量化データにも相応しい。当然に、より複雑な数学的な関数、数式又はアルゴ
リズムが複合定量化測定情報を生成するのに適用されてもよい。1つの更なる数学的な処
理は規格化又は正規化であり、例えば第1の関心領域からの定量化データを、第2の関心領
域からの定量化データにより除算することを含む。
【００４０】
　本発明の一実施形態によれば、判定された定量化測定情報を合成するステップにおいて
、異なる幾何学面の画像面における同じ関心領域についての定量結果を平均化してもよい
。
【００４１】
　異なる幾何学面の画像面についての定量化測定情報を平均化することで、画像の所定の
深度における特定の関心領域について、対象物の位置の情報が考慮される。したがって、
本方法は取得ステップの際に或る近似的な位置を求めることができるので、画像及び面を
取得する処理が促される。例えば、腫瘍の反応を監視する場合、重要なことは、処置を通
じて異なる時点における腫瘍について多かれ少なかれ同じ幾何学面を画像処理し、処置の
際の或る時点における面Aと処置の際の後の時点の面Aとは等しくない面Bとを比較するの
ではなく、定量結果の変化が処置に起因して有効に生じることを保証することである。し
たがって本発明による方法は、腫瘍を追跡する際に、所定の期間にわたって取得された定
量結果を比較できるようにする。いくつかの面に関する定量化情報を用いることで、多数
のスキャン面に位置する、複数の関心領域に関する、いわば3次元定量化、個々の定量化
結果が合成される。更に、複合定量化測定情報は例えば腫瘍血流全体に関する利点をもた
らす。腫瘍かん流は通常的には不均一であり、栄養動脈、より大きな血管がスキャン面に
は見受けられるが他の面には見受けられない。言い換えれば、単独の面において収集され
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た情報は、全体的な腫瘍血流を表現するものとはならない。
【００４２】
　本発明の一実施形態によれば、決定された定量化測定情報を合成するステップにおいて
、或る面の複合定量化測定情報と別の面の複合定量化測定情報とを平均化してもよい。各
々の複合定量化測定情報は同じ関心領域に関連している。
【００４３】
　本発明の一実施形態によれば、定量化測定情報は時間の関数である。
【００４４】
　これは、例えば血流の動作に関する様態のように動的な動作に依存する様態に関する情
報を提供できるようにする。
【００４５】
　本発明の一実施形態によれば、その時間の関数が時間及び強度の関係を示す曲線で表現
される。
【００４６】
　時間強度曲線は例えば腫瘍血流に関するより包括的な表現を与える。これは例えば腫瘍
血管に関するより多くの情報を利用できることに起因する。例えば、時間強度曲線は、例
えばアジマス面又はエレベーション面のような異なる面に関する関心領域毎に算出され、
「平均時間強度曲線」が、アジマス面の関心領域及びエレベーション面の関心領域の再結
合による仮想的な関心領域に関連している。したがって複合定量化測定情報を生成するこ
とで、いわば改善された時間強度曲線がユーザに提供される。
【００４７】
　例えば、選りすぐれた画像処理モードにおいて、例えば2より多い複数の幾何学面がリ
アルタイムに画像処理されるマトリクストランスデューサが利用可能であり、かつ定量化
に利用可能であった場合、定量結果の平均化は2つより多い関心領域の集まりに対して実
行され、例えばスキャン面各々において1つの関心領域が描かれる。
【００４８】
　マトリクストランスデューサにおいて現在利用可能である仮のライブ乗算画像処理モー
ド対ライブ3次元の平均化は、スキャン面の数が減少するにつれてライブ3Dに比較して増
加する高いフレームレートとなる。充分に高いフレームレートは造影超音波にひきかえ非
常に重要であり、それはリアルタイムの腫瘍かん流の画像処理及び定量化の基礎であり、
例えばDCE-CT又はDCE-MRのような他の造影画像処理技術の場合には療法とも達成不可能で
ある。
【００４９】
　本発明の一実施形態によれば、画像データの解像度及びコントラストを向上させるため
にマイクロバブルが使用される。
【００５０】
　本発明の一実施形態によれば、いくつかのシーケンスが或る時間期間にわたって取得さ
れ、シーケンスの各々は少なくとも2つの画像面を有する。そして、画像面のシーケンス
において関心領域が判定される。更に、画像面における関心領域について、少なくとも第
1及び第2の定量化データが生成される。各シーケンスの少なくとも一部の画像面について
決定された定量化データを合成することで、各々のシーケンスについて複合定量化測定情
報が生成される。複合定量化測定情報は相違及び関連性を見出すために比較される。相違
及び関連性はユーザに提供される。
【００５１】
　そのようなユーザに与えた結果の表現及び比較は例えば或る時間期間にわたる医療処置
の進行をユーザが評価することを支援する。
【００５２】
　本発明の一実施形態によれば、超音波医療画像処理システムは対象物の関心領域に関す
る情報を提供し、そのシステムは、超音波トランスデューサを伴う超音波プローブを有す
る超音波画像データ取得部と、データ処理部と、表示部と、インターフェース部とを有す
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る。画像データ取得部は対象物の少なくとも第1及び第2の超音波画像面を取得する。イン
ターフェース部は対象物の少なくとも第1及び第2の超音波画像面における関心領域を判定
する。データ処理部は、第1の画像面から関心領域についての定量化データを判定し、第2
の画像面から関心領域についての定量化データを判定する。データ処理部は、第1の画像
面について判定された定量化データと第2の画像面について判定された定量化データとを
合成することで、複合定量化測定情報を生成するように形成されている。表示部は、複合
定量化測定情報をユーザに提供する。
【００５３】
　本発明の一実施形態によれば、インターフェース部は関心領域がユーザの入力により決
定されるように調整される。
【００５４】
　本発明の一実施形態によれば、画像データ取得部は、異なる幾何学面において第1の画
像面及び第2の画像面を取得する。
【００５５】
　本発明の一実施形態によれば、超音波トランスデューサは、ライブ3D画像データを取得
するメカニカルトランスデューサ又はマトリクストランスデューサである。
【００５６】
　本発明の一実施形態によれば、画像データ取得部は少なくとも1つの画像面シーケンス
を取得する。第1及び第2の画像面はそのシーケンスに所属している。データ処理部は、そ
のシーケンスの少なくとも一部の画像面における関心領域について定量化データを判定す
る。
【００５７】
　例えば、プレーン又は面は1つの幾何学面又は複数の異なる幾何学面において取得され
る。
【００５８】
　本発明の一実施形態によれば、データ処理部は、複数の画像面から関心領域について定
量化データを決定し、複数の顔図面について決定された定量化データを合成することで複
合定量化測定情報を生成する。
【００５９】
　本発明の一実施形態によれば、画像データ取得部は、第1の幾何学面による画像面の第1
のシーケンスと第2の幾何学面による画像面の第2のシーケンスとを取得する。
【００６０】
　本発明の一実施形態によれば、第1の画像面がエレベーション面であり第2の画像面がエ
レベーション面に垂直なアジマス面である。
【００６１】
　本発明の一実施形態によれば、データ処理部は第1及び第2のシーケンスの顔図面を時間
と共に登録する。データ処理部は、第1のシーケンスの画像面及び第2のシーケンスの画像
面について定量化データを判定し、第1及び第2のシーケンスの登録された画像面について
判定された定量化データを合成し、複合定量化測定情報を生成する。
【００６２】
　本発明の一実施形態によれば、データ処理部は複合定量化測定情報のシーケンスを生成
する。
【００６３】
　本発明の一実施形態によれば、データ処理部は複合定量化測定情報を生成する際に、同
じ幾何学面の画像面における同じ関心領域についての定量化結果を平均化してもよい。
【００６４】
　本発明の一実施形態によれば、定量化測定情報は時間の関数により表現されてもよい。
【００６５】
　本発明の一実施形態によれば、その時間の関数は時間強度曲線により表現されてもよい
。
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【００６６】
　本発明の一実施形態によれば、画像データ取得部は或る時間期間にわたっていくつかの
シーケンスを取得する。データ取得部は、各々のシーケンスの少なくとも一部の画像面に
ついて判定された定量化データを合成することで、シーケンス各々について複合定量化測
定情報を生成する。データ処理部は、相違及び関連性を見出すために複合定量化測定情報
を比較する。表示部はその相違や関連性をユーザに提供する。
【００６７】
　本発明の別の実施形態において、コンピュータプログラム又はコンピュータプログラム
要素が提供され、そのコンピュータプログラム等は、上記実施形態の内の何れか(例えば
、上記の何れかの実施形態)による方法の手順を適切なシステムに実行させる。
【００６８】
　コンピュータプログラム要素は従って本発明の実施形態の一部をなすコンピュータユニ
ットに保存されてもよい。コンピュータユニットは上記の方法の手順を実行する又は実行
を引き起こす。更に、コンピュータユニットは上記の装置の構成要素を動作させてもよい
。コンピュータユニットは自動的に動作してもよいし及び/又はユーザの指示に従って実
行されてもよい。コンピュータプログラムはデータプロセッサのワーキングメモリにロー
ドされてもよい。データプロセッサは本発明による方法を実行するように備わっている。
【００６９】
　本発明による実施形態は、当初から本発明を使用できるコンピュータプログラムと、ア
ップデート(更新)により既存のプログラムに本発明を使用するプログラムを組み込んだコ
ンピュータプログラムとの双方を対象とする。
【００７０】
　更に、コンピュータプログラム要素は上記の実施形態の方法による手順を実行するのに
必要な全てのステップを実行することができる。
【００７１】
　本発明の別の実施形態によれば、CD-ROM等のようなコンピュータで読み取ることが可能
なコンピュータ読み取り可能媒体が提供され、その媒体にはコンピュータプログラム要素
が記憶、記録又は格納され、コンピュータ読み取り可能媒体において上述したコンピュー
タプログラム要素が書き込まれている。
【００７２】
　しかしながらコンピュータプログラムはワールドワイドウェブのようなネットワークを
通じて提供され、そのようなネットワークからデータプロセッサのワーキングメモリにダ
ウンロードされてもよい。本発明の別の実施形態によれば、コンピュータプログラム要素
をダウンロードできるようにする媒体が提供され、コンピュータプログラム要素は本発明
に関する上記の何れかの実施形態による方法を実行する。
【００７３】
　本発明の実施形態は様々な事項を参照しながら説明されることに留意を要する。特に、
一実施形態は方法の形式の請求項に関連して説明されるが、別の実施形態は装置の形式の
請求項に関連して説明される。しかしながら、上記及び以下の説明から当業者は、別段の
断りがない限り、何れかのタイプの実施形態に属する特徴の任意の組み合わせに加えて、
異なる実施形態に関する特徴同士の任意の組み合わせも本願においては考えられる。しか
しながら、全ての特徴が組み合わせられ、特徴の単なる重ね合わせを上回る相乗効果を奏
することができる。
【００７４】
　＜詳細な説明＞
　本発明に関する上記の形態及び別の形態、特徴及び利点は、以下に説明される実施形態
から更に明らかになり、実施形態は本発明を限定するものではない。以下、本発明が図面
を参照しながら詳細に説明される。
【００７５】
　図1は、対象物又はオブジェクト12の関心領域付近の情報を提供する超音波医療画像処
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理システム10を概略的に示し、本システム10は、超音波トランスデューサ18を伴う超音波
プローブ16を有する超音波画像データ取得部14と、データ処理部20と、表示部22と、イン
ターフェース部24とを有する。例えば、超音波プローブ16はケーブル接続部26によりデー
タ処理部20に接続されている。トランスデューサ18は、例えば患者の体である対象物12の
関心領域内に超音波エネルギを照射する。その後トランスデューサ18は患者の体の中の組
織又は他の機能部(図示せず)から反射された超音波エネルギを受信する。超音波エネルギ
の送信及び受信は曲線群28、30により図示されている。
【００７６】
　画像データ取得部14は、対象物12についての少なくとも第1及び第2の超音波画像面(ult
rasound　image　plane)を取得する。対象物12について取得された第1及び第2の超音波画
像面の中で関心領域が例えばユーザにより決定可能であるように、インターフェース部24
が設けられている。
【００７７】
　不図示の別の実施形態において、例えば表示部22に表示することが可能な超音波画像デ
ータ取得部14により、関心領域が提案されてもよく、その場合ユーザは例えばインターフ
ェース部24によりコマンドを入力することでその提案を確認できる。
【００７８】
　データ処理部20は、第1の画像面からの関心領域についての第1の定量化データを判定し
、かつ第2の画像面からの関心領域についての第2の定量化データを判定する。データ処理
部20は、第1の画像面について判定された定量化データと第2の画像面について判定された
定量化データとを合成又は組み合わせることで、複合定量化測定情報(composite　quanti
fication　measurement)を生成する。複合定量化測定情報はその後に例えば表示部22によ
りユーザに提供できる。
【００７９】
　以下、図2を参照しながら本発明の実施形態による基本的な方法手順を説明する。取得
ステップ112(破線で示されている)において、対象物に関する第1の超音波画像面114及び
第2の超音波画像面116が取得される。判定ステップ118において、対象物に関する少なく
とも第1及び第2の超音波画像面114、116における関心領域が判定される。そして、破線枠
で囲まれている別の判定ステップ120において、第1の画像面114から関心領域についての
第1の定量化データ122が判定され、第2の画像面116から関心領域についての第2の定量化
データ124が判定される。
【００８０】
　次に、生成ステップ126において、第1の画像面114について判定された第1の定量化デー
タ122と第2の画像面116について判定された第2の定量化データ124とを合成又は組み合わ
せることで、複合定量化情報128が生成される。最後に提供ステップ130において、複合定
量化情報128がユーザに提供される。一実施形態によれば、関心領域はユーザ入力により
判定ステップ118において判定される。例えば、提供ステップ130において、例えば表示部
22により複合定量化情報128をユーザに表示する。
【００８１】
　一実施形態において、第1の画像面114及び第2の画像面116は異なる幾何学面において取
得される。一実施形態において、図示されてはいないが、取得ステップ112において、第1
及び第2の画像面114、116が所属している少なくとも1つの画像面シーケンスを取得し、そ
の画像面シーケンスの少なくとも一部分に対して、関心領域についての定量化データが判
定されてもよい。
【００８２】
　一実施形態において、取得ステップ112は、第1の幾何学面からの第1の画像面シーケン
ス及び第2の幾何学面からの第2の画像面シーケンスを取得するステップを含んでもよい。
例えば、各幾何学面は、正面又はエレベーション面(elevation　plane)及び正面に垂直な
方位面又はアジマス面(azimuthal　plane)であってもよい(図4参照)。例えば、第1及び第
2のシーケンスの画像面は時間毎に登録されてもよい。第1のシーケンスの画像面及び第2
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のシーケンスの画像面について定量化データが判定され、第1及び第2のシーケンスに登録
された画像面について判定された定量化データは、複合定量化測定情報を生成するために
合成される。
【００８３】
　以下、図3を参照しながら実施形態を説明する。図3は表示部22に表示される表示画面の
一部32を示す。表示画面32の左側の部分には対象物の第1の超音波画像面34が示されてお
り、表示画面32の右側の部分には対象物の第2の超音波画像面36が示されている。
【００８４】
　例えば、表示されている超音波画像面34は図2において取得された第1の画像面114に起
因し、表示されている第2の超音波画像面36は図2において取得された第2の画像面116に起
因している。第1の超音波画像面34は方位面38において取得されているが、右側に示され
ている第2の超音波画像面36は正面40において取得されている。
【００８５】
　図4に示されているように、方位面又はアジマス面38は正面又はエレベーション面40に
垂直である。図4に示されている2つの幾何学面38、40の概略的な配置関係は、概して上か
ら見た様子を示す。
【００８６】
　個々の画像面に起因する図3に示す画像の場合、対象物の関心領域は、第1の画像面34内
の第1の独立した包囲線(free　surrounding　line)42及び第2の画像面36内の第2の独立し
た包囲線44により示されている。線42、44により示されている関心領域は、概して四角形
で示されている例えば腫瘍又は腫れ物46に関連している。画像面34、36は2つの幾何学面3
8、40から取得され、2つの幾何学面38、40は互いに垂直であり、腫瘍等を表現している四
角形46は見る方向が異なれば異なる形状を示す。
【００８７】
　画像面を取得し、関心領域を判定した後に、図5に示されているように関心領域につい
て定量化データが決定される。例えば、図5の左側部分には、方位面38における関心領域4
2についての第1の時間強度曲線50が示されている。グラフの座標系において強度はＹ軸に
示され、時間はＸ軸に示されている。図5の右側には、正面40における関心領域について
の第2の時間強度曲線52が示されている。
【００８８】
　本発明ではユーザに改善された情報を提供するために、第1の画像面において判定され
た定量化データと第2の画像面において判定された定量化データとが組み合わせられ、図6
に示されるような複合定量化測定情報54が生成される。この場合において、この座標系の
Ｙ軸は強度に関連し、Ｘ軸は時間に関連する。
【００８９】
　生成プロセスの場合と同様に、第1及び第2の画像面について判定された定量化データの
合成は、数学関数のように平均化することを含む。
【００９０】
　図7には、本発明による別の実施形態が概略的に示されている。いくつかのシーケンス2
12a、212b、212cが或る時間期間において取得される。各々のシーケンスは少なくとも1つ
の画像面を有する。この時間期間は例えば医療処置の手順に関連してもよい。また、時間
期間は例えば複合的な処置又はより長い処置に関連してもよいし、或いは患者が病院に滞
在する期間に関連していてもよい。個々のステップを破線で囲むことで示されている判定
ステップ214において、画像面シーケンスについて関心領域が決定される。関心領域の判
定は、取得ステップ212a、212b及び212cにおいて画像面を取得した直後に行うことができ
る。
【００９１】
　一実施形態において、関心領域の判定は全てのシーケンス212a、212b、212cが取得され
た後に実行される。
【００９２】
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　次に、関心領域について少なくとも第1及び第2の定量化データ216a、216b、216cがシー
ケンス212a、212b、212cから判定される。シーケンスは異なる幾何学面から取得された少
なくとも2つの画像面を有する。判定ステップ216は、特定のシーケンス212の第1の画像面
から及び第2の画像面からの少なくとも関心領域について定量化データを決定することを
含む。破線で示されている生成ステップ218において、いくつものシーケンスからの定量
化データを合成することで、複合定量化測定情報218a、218b、218cが生成される。更に、
複合定量化測定情報218a、218b、218cが比較ステップ222において比較され、差分を検出
しかつ複合定量化測定情報の関係224を検出する。検出された差分及び関係は例えば表示
ステップ226においてユーザに提供される。
【００９３】
　本発明は上記の説明及び図面により詳細に記述及び図示されてきたが、そのような図示
や記述は例示又は具体例と考えられ、限定であると考えてはならない。本発明は説明され
た実施形態に限定されない。上記説明及び添付図面を参照することで、特許請求の範囲に
記載された独立項及び従属項の発明を実施する当業者にとって、説明された実施形態に対
する他の変形例も理解できるであろう。
【００９４】
　特許請求の範囲において「有する(comprising)」は他の要素やステップを排除せず、「
ある」又は「或る」という語句は複数個を排除しない。特許請求の範囲に規定された複数
の事項の機能を1つのプロセッサ又は他のユニットが実行してもよい。ある複数の事項が
互いに異なる従属請求項で言及されているというただそれだけのことで、それらの事項の
組み合わせが有利に使用できないと解釈されてはならない。
【００９５】
　例えば、他のハードウェアと共に又は他のハードウェアの一部分として設けられた光記
憶媒体又はソリッドステート媒体等のような適切な記憶媒体にコンピュータプログラムが
格納、保存及び/又は分散されてもよいが、コンピュータプログラムは例えばインターネ
ット、その他の有線又は無線の通信システムを通じて他の形式で分散されていてもよい。
【００９６】
　特許請求の範囲において参照符号が仮に存在した場合、それは特許請求の範囲を限定す
るように解釈されてはならない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００９７】
【特許文献１】米国特許出願公開第2002/072672号明細書
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